	総　務まちづくり委員会会議録 要 旨

	開会日
	平成２４年３月２３日（金）午前１０時３０分

	閉会日
	平成２４年３月２３日（金）午前１１時０５分

	場所
	長久手市役所西庁舎第７・８会議室

	出席委員
	委 員 長　　加藤武　　

副委員長　　木村さゆり
委　　員　　岡崎　剛　　吉田ひでき　　原田秀俊

　　　　　　水野竹芳　　丹羽茂雄

	欠席委員
	な　し

	欠員
	な　し

	会議事件のため出席した者の職氏名
	市長　田一平
総務部長　川本忠　

同次長兼人事秘書課長　山下幸信
同課人事係長　横地賢一

計　４人

	職務のため出席した者の職氏名
	副議長　水野とみ子
議会事務局長　松原幸雄　　　同補佐　中西直起

	会議録
	別紙のとおり


別紙

委員長　　　　開会宣言。
議案第３２号

人事秘書課長　議案第３２号長久手市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について説明。
田委員　　　特別職報酬等審議会の委員人数、公募委員の人数、出欠席状況、会議録の状況はどのようか。
人事秘書課長　特別職報酬等審議会の定員は１０人の内９人で、一般公募は２人。昨年度の委員は７人。今回の２回の審議会の欠席は各回１人。委員の選任は市長の判断で、７人の内６人は昨年度と同じ事業所から選任した。要点議事録をホームページに掲載しているが、完全議事録は作成していない。
原田委員　　　社会、経済情勢の厳しい状況下での判断ということであるのならば、

例えば２０％カットでもよいのではないか。他市と比較しての判断と

いうのは、本質の議論からはずれるのではないか。
人事秘書課長　報酬等審議会の答申を踏まえ、他市との財政状況の比較等、客観的な　

　指標に基づいて判断した。

質疑及び意見を終了

討論

反対討論

今の社会、経済情勢からは受け入れられない。改正の時期は次の市長

選挙の後でよい。

賛成討論なし

採決の結果、議案第３２号長久手市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例については賛成が多数。

　　　　　　　　　　議案第３２号は原案のとおり可決

議案第３３号

人事秘書課長　議案第３３号長久手市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当

に関する条例の一部を改正する条例について説明。
原田委員　　　議員報酬が長年にわたり減額されてきたことについてどのように認識しているのか。
人事秘書課長　減額は、人事院のマイナス勧告を受けて報酬等審議会での答申を踏ま

えて判断したものである。

原田委員　　　報酬月額は3,000円下がっただけだが、年収は大きく下がったと思う

がどうか。
人事秘書課長　人事院の勧告で期末手当の月数が削られたもので、数１０万円の減額

となった。民間との比較による結果で止むを得ないと考える。

質疑及び意見を終了
討論
反対討論
社会、経済情勢から受け入られない。改正するならば、次の議員選挙

後でよい。

賛成討論
町から市になり、事務量が増え議員の仕事も責任も増える。報酬等審

議会の答申は十分に検討されたものと受け止め、住民本位の行政を進

めていきたい。

採決の結果、議案第３３号長久手市議会の議員の議員報酬、費用弁償

及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例については賛成が多

数。
　　　　　　　　　　議案第３３号は原案のとおり可決
議案第３４号

人事秘書課長　議案第３４号長久手市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の特例を定める条例の制定について説明。
田委員　　　報酬等審議会は１月でないと開催できないのか。
人事秘書課長　人事院勧告の答申を受けて開催するのが一般的である。

原田委員　　　給与の引き上げを１年間は据え置くとのことだが、１年後の見通しは

どうか。

人事秘書課長　来年の報酬等審議会に諮問し、答申を受けた上でよく検討して判断し

ていくことになる。
　　　　　　　

質疑及び意見なし

討論

反対討論

市民に説明できない議案であり反対
賛成討論なし

採決の結果、議案第３４号長久手市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の特例を定める条例の制定については賛成が多数。

　　　　　　　　　　議案第３４号は原案のとおり可決

　　　　　　
議案第３５号

行政課長　　　議案第３５号長久手市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の特例を定める条例の制定について説明。

原田委員　　　１０％の減額は一時金にも反映するのか。
人事秘書課長　反映する。
　　　　質疑及び意見を終了

討論

反対討論

市民に説明できない議案であり反対する。

賛成討論なし。
採決の結果、議案第３５号長久手市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の特例を定める条例の制定については賛成が多数。
議案第３５号は原案のとおり可決。

　　　　　　　委員長報告は委員長と副委員長への一任を確認。

閉会宣言
　午前１１時０５分　終了
以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成２４年３月２３日

総務まちづくり委員会委員長　　加藤武
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